
2018 年 戌年 あけましておめでとうございます。本年もよろしくお

願い申し上げます。

今年の景気はどうなるでしょうか？

年末に発表された『日銀短観』によると、中小企業の景況感は 26年ぶりの高水準で、「日銀
静岡支店」も『県内の景気は緩やかに拡大しつつある。設備投資は製造業を中心に一段と増加

しているほか、輸出は、海外経済の緩やかな成長の下で、増勢を強めている。個人消費は、雇

用･所得環境が緩やかに改善する中、持ち直している。他方、住宅投資は減少している』とし

ています。また、「静岡県西部地域しんきん経済研究所」の『2018年の経営見通し』では、約 4
割の企業が売上増を見込み、自社の業況も「良い」が「悪い」を 12年ぶりに上回っています。
一方、人手不足はバブル期並みの水準となり、深刻化しています。

浜松地域の有効求人倍率 １.５５

ハローワーク浜松管内の求

職者数は、全体として昨年度

よりも減ってきているが、55
才以上の求職者は増えている。

また、求職者は男性より女性

が若干多く、女性はパートの

希望が多い。

一方、新規求人数も月間有

効求人数も昨年よりも増えて

おり、雇用主はパートよりフルタイムで働ける人を求めていることがわかる。

浜松市 1.01 0.35 0.49 0.64 0.80 0.96 1.17 1.24 1.31 1.55

静岡県 0.87 0.40 0.52 0.65 0.79 0.90 1.10 1.21 1.39 1.58

全国 0.77 0.45 0.56 0.68 0.82 0.97 1.11 1.23 1.39 1.55

図 有効求人倍率の推移（単位：倍）
浜松地域の直近（平

成 29 年 10 月）の有
効求人倍率は 1.55 と
ここ数年間で最も高

くなっている。

全国の有効求人倍

率も 1.55 となってお
り 43年 9ヶ月ぶりの
高水準で、人手不足

の状態と言える。
表 ハローワーク浜松管内の 直近（平成29年10月）の 求職・求人状況

計 男 女 前年同月比 28年度月平均

新規求職申込件数 2,492 1,100 1,392 ▲3.2 2,666
うち55才以上 620 368 252 6.5

うちパート 826 213 613 4.8

月間有効求職者数 11,746 5,595 6,151 ▲6.0 12,321
うち55才以上 3,112 1,869 1,243 1.8

うちパート 4,142 1,272 2,870 ▲0.3

新規求人数 6,529 8.8 5,755
うちパート 2,227 0.7

月間有効求人数 18,187 11.1 16,146
うちパート 5,855 ▲2.1



浜松地域の直近の産業別新

規求人数は、多い順に「社会

福祉･介護事業」、「建設業」、

「職業紹介･労働者派遣業」、

「医療業」、「小売業」の順と

なっている。

対前年比で求人が伸びた業

種は「飲食店」、「職業紹介･

労働者派遣業」、「輸送用機械

器具製造業」等となっている。

また、静岡県全体では、新

規求人の多い順に「社会福祉

･介護事業」、「職業紹介･労働者派遣業」、「建設業」、「小売業」、「医療業」、「運輸業･郵便業」

となっている。

表２ 産業別新規求人数 平成29年10月の1ヶ月の合計

ﾊﾛｰﾜｰｸ浜松管内 静岡労働局（静岡県計）

求人数 対前年比 求人数 対前年比

社会福祉･介護事業 757 ▲16.0 3,874 8.2

建設業 691 ▲ 0.3 2,483 13.6

職業紹介･労働者派遣業 579 55.2 3,100 41.6

医療業 523 35.1 1,993 ▲1.4

小売業 427 ▲24.2 2,483 4.0

輸送用機械器具製造業 410 45.9 867 18.8

その他事業サービス業 342 ▲ 4.7 1,472 13.5

飲食店 332 110.1 1,141 46.1

生活関連ｻｰﾋﾞｽ業･娯楽業 328 21.5 889 6.3

運輸業･郵便業 316 10.1 1,769 8.7

卸売業 279 30.4 998 24.0

食料品製造業 179 1.1 851 ▲9.8

＊＊＊＊＊ 米国視察記 ①デトロイト美術館（Detroit Institute of Arts）＊＊＊＊＊

昨秋11月に米国･デトロイトに出張した。空港近くのホテルから「ウーバ

ー(Uber)」で、ミッドタウンにあるデトロイト美術館に行った。デトロイト美術

館は古代エジプト美術から現代美術まで100を越えるギャラリーに65,000

以上のコレクションを所有し、米国で第３の規模を誇る。

ちょうど『Monet展』を開催していた。

昨秋の「座談の夕べ」で、鈴木修会長から、これか

らの電気自動車の生産は、フォードの自動車大量生

産システムに比する技術革新で、多方面に様々な影

響を与えるとの話があった。

「フォード･システム」の様子は、デトロイト美術館の

ホールにある「ディエゴ・リベラ」の壁画『デトロイトの

産業』（1932－33）で見ることができる。
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